




































































































































1940 年 11 月に至り、「日本労農学校」を創設することができた（4）。香川孝
志の回想によると、同校の正式な開校は 1941 年 5 月 15 日だが、延安に来た
日本軍捕虜を対象とする教育活動は、その一年ほど前から行われていた。香






1944 年、アメリカは延安へアメリカ軍事視察団（United States Army 
Observer Group）を派遣した。この視察団がまとめた報告書『延安リポート』
には、当時の延安根拠地の情況が詳しく記されている。延安リポートの第 28
号である「冀南地区における八路軍の心理戦争」は、1941 年 2 月に八路軍
で宣伝工作を開始した堺清（本名秋山良照）の経験に基づいて書かれたもの












かのように、1942 年 8 月に「華北日本人反戦団体代表者会議」が開催され、
そこで「在華日本人反戦同盟華北連合会工作方針書」というマニュアルのよ























2 『侵略戦争の罪悪』1939年7月 同上 不明 同上



























7 不明 1942年夏 渉県 不明 日本人民解放連盟太行支部同胞劇団
8 『某中隊長』 1943年2月 延安（辺区政府大礼堂） 不明 日本工農学校
9 『侠客弥次喜多』 1944年中秋 不明 不明 日本工農学校
















































































































































































ある。芝居の途中でも、客席から「好 ! 好 !」という声がかかった。」（24）とい
う場面も見られた。
最後に延安とは別に、ここで大同学園反戦劇団による西安での公演も触れ

















































丁玲が『河内一郎』を創作したのは、1938 年 2 月頃だった。当時、西北戦
地服務団が臨汾に到着し、山西民族革命大学で教えている聶紺弩・䔥軍・䔥紅・
田間・端木蕻良らと合流した。その後、3 月 1 日に西北戦地服務団が山西を
離れ西安へ向ったが、聶紺弩・䔥紅・田間らが同行した（29）。聶紺弩、䔥紅、
端木蕻良は皆文学者であり、道中、丁玲は彼らとも意見交換したと推測する。
その後、同年 6 月初頭に丁玲は『河内一郎』を仕上げ、翌 7 月に西北戦地服
務団叢書の一つとして生活書店西安支店から単行本の形で出版した（30）。丁























1938 年 3 月と 8 月の二回が確認されるが、いずれも好評だったと言われて








































































































































































（2）  藤原彰・姫田光義（1999）、16 頁。
（3） 藤原彰・姫田光義（1999）、59 頁。
（4） 伊原沢周（1995）、47 頁。
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